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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３８０ｎｍ以上４３０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第１光吸収剤と
、４３０ｎｍ以上５８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第２光吸収剤と
、５８０ｎｍ以上６８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第３光吸収剤と
を含み、偏光機能を有する偏光層と、
　樹脂と、少なくとも１種の光吸収剤とを含む材料で構成され、可視光域における特定の
波長域の光を吸収する光吸収層と、を備え、これらが積層された積層体で構成される光学
シートであって、
　前記光学シートは、光吸収スペクトルにおいて、４６０ｎｍ以上５１０ｎｍ以下の波長
域に吸収率のピーク波長Ｐ１を有する第１ピークと、６５０ｎｍ以上７００ｎｍ以下の波
長域に吸収率のピーク波長Ｐ２を有する第２ピークと、を有し、かつ、
　４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし、４７５
ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、ＴＭＩＮ

／ＴＡＶＥが、０．２０以上であり、
　前記第１ピークの半値幅Ｗ１［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であり、
　前記第２ピークの半値幅Ｗ２［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であることを特徴と
する光学シート。
【請求項２】
　前記ピーク波長Ｐ１における光透過率Ｔ１は、２％以上１７％以下であり、



(2) JP 6599576 B1 2019.10.30

10

20

30

40

50

　前記ピーク波長Ｐ２における光透過率Ｔ２は、５％以上２０％以下である請求項１に記
載の光学シート。
【請求項３】
　前記ＴＭＩＮは、２％以上１７％以下である請求項１または２に記載の光学シート。
【請求項４】
　前記ＴＡＶＥは、１０％以上２５％以下である請求項１ないし３のいずれか１項に記載
の光学シート。
【請求項５】
　前記第１光吸収剤、前記第２光吸収剤、前記第３光吸収剤は、アゾ系の染料である請求
項１ないし４のいずれか１項に記載の光学シート。
【請求項６】
　基材と、
　前記基材に積層され、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の光学シートと、を備え
ることを特徴とする光学部品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学シートおよび光学部品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、視野のコントラストを高めたり、防眩等の目的で、偏光機能を有する光学シー
トが知られている（例えば、特許文献１参照）。この光学シートは、眼鏡やサングラス、
サンバイザー等に貼着して用いられる。
【０００３】
　特許文献１に記載の光学シートは、例えば、樹脂材料と、樹脂材料中に含有され、可視
光領域の光のうち、特定の波長の光を吸収する染料（光吸収剤）とを含む層を一方向に延
伸して製造されたものである。
【０００４】
　しかしながら、光吸収剤の種類、配合比によっては、色の識別性が低下してしまう。こ
の点に関しては、従来では十分な検討がなされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ２０１４／１１５７０５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、使用者に対して特定の波長域の光を強調することができるとともに、
使用者が色の識別を行うことができる光学シートおよび光学部品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的は、下記（１）～（６）の本発明により達成される。
　（１）　３８０ｎｍ以上４３０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第１光
吸収剤と、４３０ｎｍ以上５８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第２光
吸収剤と、５８０ｎｍ以上６８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピークを有する第３光
吸収剤とを含み、偏光機能を有する偏光層と、
　樹脂と、少なくとも１種の光吸収剤とを含む材料で構成され、可視光域における特定の
波長域の光を吸収する光吸収層と、を備え、これらが積層された積層体で構成される光学
シートであって、
　前記光学シートは、光吸収スペクトルにおいて、４６０ｎｍ以上５１０ｎｍ以下の波長
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域に吸収率のピーク波長Ｐ１を有する第１ピークと、６５０ｎｍ以上７００ｎｍ以下の波
長域に吸収率のピーク波長Ｐ２を有する第２ピークと、を有し、かつ、
　４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし、４７５
ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、ＴＭＩＮ

／ＴＡＶＥが、０．２０以上であり、
　前記第１ピークの半値幅Ｗ１［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であり、
　前記第２ピークの半値幅Ｗ２［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であることを特徴と
する光学シート。
【０００８】
　（２）　前記ピーク波長Ｐ１における光透過率Ｔ１は、２％以上１７％以下であり、
　前記ピーク波長Ｐ２における光透過率Ｔ２は、５％以上２０％以下である上記（１）に
記載の光学シート。
【００１０】
　（３）　前記ＴＭＩＮは、２％以上１７％以下である上記（１）または（２）に記載の
光学シート。
【００１１】
　（４）　前記ＴＡＶＥは、１０％以上２５％以下である上記（１）ないし（３）のいず
れかに記載の光学シート。
【００１２】
　（５）　前記第１光吸収剤、前記第２光吸収剤、前記第３光吸収剤は、アゾ系の染料で
ある上記（１）ないし（４）のいずれかに記載の光学シート。
【００１３】
　（６）　基材と、
　前記基材に積層され、上記（１）ないし（５）のいずれかに記載の光学シートと、を備
えることを特徴とする光学部品。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、使用者に対して特定の波長域の光を強調することができるとともに、
使用者が色の識別を行うことができる光学シートおよび光学部品を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の光学シート（第１実施形態）を備えるサングラスの斜視図である。
【図２】本発明の光学シート（第１実施形態）を備えるサンバイザーの斜視図である。
【図３】図１に示す光学シートを製造する光学シート製造装置を模式的に示した側面図で
ある。
【図４】図１に示す光学部品を製造する光学部品製造装置を模式的に示した断面図である
。
【図５】図１に示す光学部品の断面図である。
【図６】図５に示す光学シートの光吸収スペクトルを示すグラフである。
【図７】図５に示す光学シートが備える偏光層の光吸収スペクトルを示すグラフである。
【図８】図５に示す光学シートが備える特定波長吸収層の光吸収スペクトルを示すグラフ
である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の光学シートおよび光学部品を添付図面に示す好適な実施形態に基づいて
詳細に説明する。
【００１７】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の光学シート（第１実施形態）を備えるサングラスの斜視図である。図
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２は、本発明の光学シート（第１実施形態）を備えるサンバイザーの斜視図である。図５
は、図１に示す光学部品の断面図である。図６は、図５に示す光学シートの光吸収スペク
トルを示すグラフである。図７は、図５に示す光学シートが備える偏光層の光吸収スペク
トルを示すグラフである。図８は、図５に示す光学シートが備える特定波長吸収層の光吸
収スペクトルを示すグラフである。
【００１８】
　なお、図１、図２、図５では、上側を「上方」または「上」と言い、下側を「下方」ま
たは「下」とも言う。また、本明細書で参照する図面では、厚さ方向の寸法を誇張して図
示しており、実際の寸法とは大きく異なる。
【００１９】
　図１、図２および図５に示す本発明の光学シート１は、３８０ｎｍ以上４３０ｎｍ以下
の波長域に光の吸収率のピークを有する第１光吸収剤と、４３０ｎｍ以上５８０ｎｍ以下
の波長域に光の吸収率のピークを有する第２光吸収剤と、５８０ｎｍ以上６８０ｎｍ以下
の波長域に光の吸収率のピークを有する第３光吸収剤とを含み、偏光機能を有する偏光層
１２と、樹脂と、少なくとも１種の光吸収剤とを含む材料で構成され、可視光域における
特定の波長域の光を吸収する特定波長吸収層１１（光吸収層）と、を備え、これらが積層
された積層体で構成されるものである。
【００２０】
　また、光学シート１は、光吸収スペクトルにおいて、４６０ｎｍ以上５１０ｎｍ以下の
波長域に吸収率のピーク波長Ｐ１を有する第１ピークＰａと、６５０ｎｍ以上７００ｎｍ
以下の波長域に吸収率のピーク波長Ｐ２を有する第２ピークＰｂと、を有し、かつ、４７
５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし、４７５ｎｍ以
上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、ＴＭＩＮ／ＴＡ

ＶＥが、０．２０以上である。
【００２１】
　光吸収スペクトルが第１ピークＰａおよび第２ピークＰｂを有するため、使用者に対し
て特定の波長域（特に、５２０ｎｍ以上６４０ｎｍ以下）の光を強調することができる。
特に、第１ピークＰａが、青緑色の光の吸収に寄与し、第２ピークＰｂが橙色の光の吸収
に寄与しているため、使用者に対して赤・緑色の光を強調することができるとともに識別
性に優れる。
【００２２】
　さらに、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし
、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、
ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０以上であるため、使用者に対して必要以上の強調効果を
与えて目を疲労させるようなことが無く、識別性を高めつつ長時間装着させることが可能
となる。
【００２３】
　ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０未満であると、最小透過率ＴＭＩＮが小さすぎて強調
効果が強く、装着者が疲れやすくなる傾向を示すとともに、平均透過率ＴＡＶＥが大きす
ぎてコントラストが悪くなり、特に、青色・緑色の識別性が悪くなるとともに、視界が不
自然な色合いとなる。
【００２４】
　なお、第１ピーク、第２ピークのうちの１つでも省略されていた場合、赤・緑色の光を
確実に強調することができない。
【００２５】
　このような光学シート１は、図１に示すサングラス（光学部品１０）や、図２に示すサ
ンバイザー（光学部品１０’）に用いられる。
【００２６】
　図１に示すように、サングラス（光学部品１０）は、使用者の頭部に装着されるフレー
ム２と、フレーム２に固定された光学シート付レンズ３（光学部品）とを備えている。な
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お、本明細書中においては、「レンズ」とは、集光機能を有するもの、集光機能を有して
いないものの双方を含む。
【００２７】
　図１に示すように、フレーム２は、使用者の頭部に装着されるものであり、リム部２１
と、ブリッジ部２２と、使用者の耳に掛けられるテンプル部２３と、ノーズパッド部２４
を有している。各リム部２１は、リング状をなしており、内側に光学シート付レンズ３が
装着される部分である。
【００２８】
　ブリッジ部２２は、各リム部２１を連結する部分である。テンプル部２３は、つる状を
なし、各リム部２１の縁部に連結されている。このテンプル部２３は、使用者の耳に掛け
られる部分である。ノーズパッド部２４は、サングラス（光学部品１０）を使用者の頭部
に装着した装着状態において、使用者の鼻と当接する部分である。これにより、装着状態
を安定的に維持することができる。
【００２９】
　なお、フレーム２の形状は、使用者の頭部に装着することができるものであれば、図示
のものに限定されない。
【００３０】
　本発明の光学部品は、レンズ４（基材）と、レンズ４の表側（装着状態における人の目
とは反対側）の面に積層された光学シート１と、を有する。これにより、前述した光学シ
ート１の利点を享受しつつ、サングラスとしての機能を発揮することができる。
【００３１】
　図２に示すように、サンバイザー（光学部品１０’）は、使用者の頭部に装着されるリ
ング状の装着部５と、装着部５の前方に設けられたツバ６とを有している。ツバ６は、光
透過性部材７（基材）と、光透過性部材７の上面に設けられた光学シート１とを有する。
これにより、前述した光学シート１の利点を享受しつつ、サンバイザーとしての機能を発
揮することができる。
【００３２】
　なお、レンズ４および光透過性部材７の構成材料としては、光透過性を有していれば特
に限定されず、各種樹脂材料や各種ガラス等が挙げられるが、光学シート１のポリカーボ
ネートと同種のポリカーボネートであるのが好ましい。これにより、レンズ４または光透
過性部材７と、光学シート１との密着性を高めることができる。
【００３３】
　以下、光学シート１について詳細に説明する。なお、以下では、レンズ４（基材）上に
積層した場合について代表的に説明する。
【００３４】
　図５に示すように、光学シート１は、特定波長吸収層１１と、偏光層１２と、保護層１
３と、接着剤層１４と、接着剤層１５と、を有している。光学シート１では、特定波長吸
収層１１、接着剤層１４、偏光層１２、接着剤層１５および保護層１３の順で積層されて
いる。また、光学シート１は、レンズ４側に特定波長吸収層１１が位置する向きでレンズ
４に接合されている。
【００３５】
（特定波長吸収層）
　特定波長吸収層１１は、ポリカーボネートを主材として、光吸収剤と、紫外線吸収剤と
、を含んでいる。
【００３６】
　この主材の樹脂としては、特に限定されず、例えば、ポリカーボネート、ポリアミド、
ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリプロピレン等が挙げられ、これらの中でもポリカー
ボネートであるのが好ましい。
【００３７】
　ポリカーボネートとしては、特に限定されず、各種のものを用いることができるが、中
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でも、芳香族系ポリカーボネートであることが好ましい。芳香族系ポリカーボネートは、
その主鎖に芳香族環を備えており、これにより、光学シート１の強度をより優れたものと
することができる。
【００３８】
　この芳香族系ポリカーボネートは、例えば、ビスフェノールとホスゲンとの界面重縮合
反応、ビスフェノールとジフェニルカーボネートとのエステル交換反応等により合成され
る。
【００３９】
　ビスフェノールとしては、例えば、ビスフェノールＡや、下記式（１）に示すポリカー
ボネートの繰り返し単位の起源となるビスフェノール（変性ビスフェノール）等が挙げら
れる。
【００４０】
【化１】

（式（１）中、Ｘは、炭素数１～１８のアルキル基、芳香族基または環状脂肪族基であり
、ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立して、炭素数１～１２のアルキル基であり、ｍおよび
ｎは、それぞれ０～４の整数であり、ｐは、繰り返し単位の数である。）
【００４１】
　なお、前記式（１）に示すポリカーボネートの繰り返し単位の起源となるビスフェノー
ルとしては、具体的には、例えば４，４’－（ペンタン－２，２－ジイル）ジフェノール
、４，４’－（ペンタン－３，３－ジイル）ジフェノール、４，４’－（ブタン－２，２
－ジイル）ジフェノール、１，１’－（シクロヘキサンジイル）ジフェノール、２－シク
ロヘキシル－１，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ベンゼン、２，３－ビスシクロヘ
キシル－１，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ベンゼン、１，１’－ビス（４－ヒド
ロキシ－３－メチルフェニル）シクロヘキサン、２，２’－ビス（４－ヒドロキシ－３－
メチルフェニル）プロパン等が挙げられ、これらのうちの１種または２種以上を組み合わ
せて用いることができる。
【００４２】
　特に、ポリカーボネートとしては、ビスフェノールに由来する骨格を有するビスフェノ
ール型ポリカーボネートを主成分とするのが好ましい。かかるビスフェノール型ポリカー
ボネートを用いることにより、光学シート１は、さらに優れた強度を発揮するものとなる
。
【００４３】
　このようなポリカーボネートの平均分子量は、２００００以上３００００以下であるの
が好ましく、２３０００以上２８０００以下であるのがより好ましく、２４０００以上２
７５００以下であるのがさらに好ましい。
【００４４】
　これにより、光学シート１の強度を十分に高めることができる。また、ポリカーボネー
トの溶融状態において、流動性を十分に高めることができる。これにより、光学シート１
を、例えば、押出し成形により製造する際、溶融状態のポリカーボネートと光吸収剤を十
分に混合した状態で押出し成形を行うことができる。よって、成形後に光吸収剤が過剰に
凝集した状態となるのを防止することができる。さらに、ポリカーボネートの粘度平均分
子量Ｍｖが２００００以上３００００以下であるため、十分な強度を有するものとなる。
以上より、本発明の光学シート１は、光吸収剤が凝集するのを防止するとともに、十分な
強度を有する。
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【００４５】
　また、ポリカーボネートは、ＪＩＳ  Ｋ７２１０に準拠して測定されるメルトフローレ
ート（ＭＦＲ）が、３ｇ／１０ｍｉｎ以上３０ｇ／１０ｍｉｎ以下であるのが好ましく、
１５ｇ／１０ｍｉｎ以上２５ｇ／１０ｍｉｎ以下であるのがより好ましい。これにより、
溶融状態において、ポリカーボネートの流動性を十分に高めることができる。よって、例
えば、押出し成形により光学シート１を製造する際、溶融状態のポリカーボネートと光吸
収剤とを十分に混合した状態で押出し成形を行うことができる。
【００４６】
　また、ポリカーボネートは、吸水率が、０．０２％以上０．２％以下のものであるのが
好ましく、０．０４％以上０．１５％以下のものであるのがより好ましい。これにより、
溶融状態のポリカーボネートと光吸収剤とを十分に混合した状態で押出し成形を行うこと
ができる。よって、光吸収剤が過剰に凝集するのを防止することができる。
【００４７】
　なお、本明細書中での吸水率は、アクアトラック３Ｅ（ブラベンダー社製）にて測定し
た値とされる。
【００４８】
　また、特定波長吸収層１１中のポリカーボネートの含有量は、８７ｗｔ％以上９９．９
４９ｗｔ％以下であるのが好ましく、９０ｗｔ％以上９９．８７ｗｔ％以下であるのがよ
り好ましい。これにより、本発明の効果をより確実に発揮することができる。
【００４９】
＜光吸収剤＞
　光吸収剤は、特定の波長の光を吸収するものである。本明細書中では、「光を吸収する
」とは、可視光領域が４２０ｎｍ～７８０ｎｍの最大吸収波長の値をλ１とし、λ１より
２０ｎｍ低波長側の値をλ２、２０ｎｍ高波長側の値をλ３とした場合、吸光度λ１／λ
２あるいは吸光度λ１／λ３が、１．０以上であることを言う。
【００５０】
　光吸収剤としては、３５０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長域の光のうち、特定の波長の
光を吸収するものであれば特に限定されないが、例えば、キノリン系色素、アントラキノ
ン系色素、ぺリレン系色素、ポリメチン色素、ポルフィリン錯体色素、フタロシアニン色
素等が挙げられ、これらのうち１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００５１】
　キノリン系色素としては、例えば、２－メチルキノリン、３－メチルキノリン、４－メ
チルキノリン、６－メチルキノリン、７－メチルキノリン、８－メチルキノリン、６－イ
ソプロピルキノリン、２，４－ジメチルキノリン、２，６－ジメチルキノリン、４，６，
８－トリメチルキノリン等のアルキル置換キノリン化合物、２－アミノキノリン、３－ア
ミノキノリン、５－アミノキノリン、６－アミノキノリン、８－アミノキノリン、６－ア
ミノ－２－メチルキノリン等のアミノ基置換キノリン化合物、６－メトキシ－２－メチル
キノリン、６，８－ジメトキシ－４－メチルキノリン等のアルコキシ基置換キノリン化合
物、６－クロロキノリン、４，７－ジクロロキノリン、３－ブロモキノリン、７－クロロ
－２－メチルキノリン等のハロゲン基置換キノリン化合物等が挙げられる。
【００５２】
　このようなキノリン系色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射する光の
うち、波長域が３５０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお、４０
０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００５３】
　アントラキノン系色素としては、例えば、（１）２－アニリノ－１，３，４－トリフル
オロアントラキノン、（２）２－（ｏ－エトキシカルボニルアニリノ）－１，３，４－ト
リフルオロアントラキノン、（３）２－（ｐ－エトキシカルボニルアニリノ）－１，３，
４－トリフルオロアントラキノン、（４）２－（ｍ－エトキシカルボニルアニリノ）－１
，３，４－トリフルオロアントラキノン、（５）２－（ｏ－シアノアニリノ）－１，３，
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４－トリフルオロアントラキノン、（６）２－（ｐ－シアノアニリノ）－１，３，４－ト
リフルオロアントラキノン、（７）２－（ｍ－シアノアニリノ）－１，３，４－トリフル
オロアントラキノン、（８）２－（ｏ－ニトロアニリノ）－１，３，４－トリフルオロア
ントラキノン、（９）２－（ｐ－ニトロアニリノ）－１，３，４－トリフルオロアントラ
キノン、（１０）２－（ｍ－ニトロアニリノ）－１，３，４－トリフルオロアントラキノ
ン、（１１）２－（ｐ－ターシャルブチルアニリノ）－１，３，４－トリフルオロアント
ラキノン、（１２）２－（ｏ－メトキシアニリノ）－１，３，４－トリフルオロアントラ
キノン、（１３）２－（２，６－ジイソプロピルアニリノ）－１，３，４－トリフルオロ
アントラキノン、（１４）２－（２，６－ジクロロアニリノ）－１，３，４－トリフルオ
ロアントラキノン、（１５）２－（２，６－ジフルオロアニリノ）－１，３，４－トリフ
ルオロアントラキノン、（１６）２－（３，４－ジシアノアニリノ）－１，３，４－トリ
フルオロアントラキノン、（１７）２－（２，４，６－トリクロロアニリノ）－１，３，
４－トリフルオロアントラキノン、（１８）２－（２，３，５，６－テトラクロロアニリ
ノ）－１，３，４－トリフルオロアントラキノン、（１９）２－（２，３，５，６－テト
ラフルオロアニリノ）－１，３，４－トリフルオロアントラキノン、（２０）３－（２，
３，４，５－テトラフルオロアニリノ）－２－ブトキシ－１，４－ジフルオロアントラキ
ノン、（２１）３－（４－シアノ－３－クロロアニリノ）－２－オクチルオキシ－１，４
－ジフルオロアントラキノン、（２２）３－（３，４－ジシアノアニリノ）－２－ヘキシ
ルオキシ－１，４－ジフルオロアントラキノン、（２３）３－（４－シアノ－３－クロロ
アニリノ）－１，２－ジブトキシ－４－フルオロアントラキノン、（２４）３－（ｐ－シ
アノアニリノ）－２－フェノキシ－１，４－ジフルオロアントラキノン、（２５）３－（
ｐ－シアノアニリノ）－２－（２，６－ジエチルフェノキシ）－１，４－ジフルオロアン
トラキノン、（２６）３－（２，６－ジクロロアニリノ）－２－（２，６－ジクロロフェ
ノキシ）－１，４－ジフルオロアントラキノン、（２７）３－（２，３，５，６－テトラ
クロロアニリノ）－２－（２，６－ジメトキシフェノキシ）－１，４－ジフルオロアント
ラキノン、（２８）２，３－ジアニリノ－１，４－ジフルオロアントラキノン、（２９）
２，３－ビス（ｐ－ターシャルブチルアニリノ）－１，４－ジフルオロアントラキノン、
（３０）２，３－ビス（ｐ－メトキシアニリノ）－１，４－ジフルオロアントラキノン、
（３１）２，３－ビス（２－メトキシ－６－メチルアニリノ）－１，４－ジフルオロアン
トラキノン、（３２）２，３－ビス（２，６－ジイソプロピルアニリノ）－１，４－ジフ
ルオロアントラキノン、（３３）２，３－ビス（２，４，６－トリクロロアニリノ）－１
，４－ジフルオロアントラキノン、（３４）２，３－ビス（２，３，５，６－テトラクロ
ロアニリノ）－１，４－ジフルオロアントラキノン、（３５）２，３－ビス（２，３，５
，６－テトラフルオロアニリノ）－１，４－ジフルオロアントラキノン、（３６）２，３
－ビス（ｐ－シアノアニリノ）－１－メトキシエトキシ－４－フルオロアントラキノン、
（３７）２－（２，６－ジクロロアニリノ）－１，３，４－トリクロロアントラキノン、
（３８）２－（２，３，５，６－テトラフルオロアニリノ）－１，３，４－トリクロロア
ントラキノン、（３９）３－（２，６－ジクロロアニリノ）－２－（２，６－ジクロロフ
ェノキシ）－１，４－ジクロロアントラキノン、（４０）２－（２，６－ジクロロアニリ
ノ）アントラキノン、（４１）２－（２，３，５，６－テトラフルオロアニリノ）アント
ラキノン、（４２）３－（２，６－ジクロロアニリノ）－２－（２，６－ジクロロフェノ
キシ）アントラキノン、（４３）２，３－ビス（２－メトキシ－６－メチルアニリノ）－
１，４－ジクロロアントラキノン、（４４）２，３－ビス（２，６－ジイソプロピルアニ
リノ）アントラキノン、（４５）２－ブチルアミノ－１，３，４－トリフルオロアントラ
キノン、（４６）１，４－ビス（ｎ－ブチルアミノ）－２，３－ジフルオロアントラキノ
ン、（４７）１，４－ビス（ｎ－オクチルアミノ）－２，３－ジフルオロアントラキノン
、（４８）１，４－ビス（ヒドロキシエチルアミノ）－２，３－ジフルオロアントラキノ
ン、（４９）１，４－ビス（シクロヘキシルアミノ）－２，３－ジフルオロアントラキノ
ン、（５０）１，４－ビス（シクロヘキシルアミノ）－２－オクチルオキシ－３－フルオ
ロアントラキノン、（５１）１，２，４－トリス（２，４－ジメトキシフェノキシ－３－
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フルオロアントラキノン、（５２）２，３－ビス（フェニルチオ）－１－フェノキシ－４
－フルオロアントラキノン、（５３）１，２，３，４－テトラ（ｐ－メトキシフェノキシ
）－アントラキノン等が挙げられる。
【００５４】
　このようなアントラキノン系色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射す
る光のうち、波長域が４５０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお
、５００ｎｍ以上６００ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００５５】
　ぺリレン系色素としては、例えば、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジメチルフェニル）－ペ
リレン－３，４，９，１０－テトラカルボン酸ジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジメチルペリレン－
３，４，９，１０－テトラカルボン酸ジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジエチルペリレン－３，４，
９，１０－テトラカルボン酸ジイミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－メトキシフェニル）－ペリ
レン－３，４，９，１０－テトラカルボン酸ジイミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－エトキシフ
ェニル）－ペリレン－３，４，９，１０－テトラカルボン酸ジイミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（
４－クロロフェニル）－ペリレン－３，４，９，１０－テトラカルボン酸ジイミド等が挙
げられるが、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジメチルフェニル）－ペリレン－３，４，９，１
０－テトラカルボン酸ジイミドが特に好ましい。
【００５６】
　このようなぺリレン系色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射する光の
うち、波長域が４００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお、６０
０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００５７】
　ポリメチン色素としては、ストレプトシアニンまたは開鎖シアニン、ヘミシアニン、閉
鎖シアニン、メロシアニン等が挙げられる。
【００５８】
　このようなポリメチン色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射する光の
うち、波長域が４００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお、４５
０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００５９】
　ポルフィリン錯体色素としては、テトラアザポルフィリン金属錯体、テトラアリールポ
ルフィリン、オクタエチルポルフィリン等が挙げられる。
【００６０】
　このようなポルフィリン錯体色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射す
る光のうち、波長域が５００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお
、５５０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００６１】
　フタロシアニン色素としては、ＣｏＰｃ－４－スルホン酸ナトリウム塩、コバルトＰｃ
テトラカルボン酸、オクタヒドロキシＮｉＰｃ等が挙げられる。
【００６２】
　このようなフタロシアニン色素を配合することにより、特定波長吸収層１１に入射する
光のうち、波長域が５５０ｎｍ以上７５０ｎｍ以下の光を吸収することができる。なお、
５５０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の波長域に吸収ピークを有しているのが好ましい。
【００６３】
　以上のような光吸収剤を配合することにより、特定の波長域の光を吸収することができ
る。よって、例えば、使用者は、装着状態において、物や人の輪郭をはっきりと認識する
ことができ、安全性を高めることができる。
【００６４】
　特定波長吸収層１１中の光吸収剤（各光吸収剤の合計）の含有量は、０．００１ｗｔ％
以上５ｗｔ％以下であるのが好ましく、０．００３ｗｔ％以上４ｗｔ％以下であるのがよ
り好ましい。これにより、上記効果をより確実に発揮することができる。含有量が少なす
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ぎると、光吸収剤としての効果が十分に得られないおそれがある。一方、含有量が多すぎ
ると、光吸収剤が凝集し易くなる傾向を示す。
【００６５】
　また、特定波長吸収層１１における光吸収剤（各光吸収剤の合計）の坪量は、０．０５
ｍｇ／ｍ２以上５００ｍｇ／ｍ２以下であるのが好ましく、１ｍｇ／ｍ２以上１００ｍｇ
／ｍ２以下であるのがより好ましい。これにより、本発明の効果をより確実に発揮するこ
とができる。
【００６６】
＜紫外線吸収剤＞
　紫外線吸収剤は、紫外線（波長域が１００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の光）を吸収するも
のである。これにより、使用者の目に紫外線が照射されるのを緩和することができ、使用
者の目を保護することができる。さらに、光吸収剤が紫外線により劣化するのを防止する
ことができる。すなわち、紫外線吸収剤は、光吸収剤の劣化を防止する劣化防止剤として
機能する。
【００６７】
　紫外線吸収剤としては、特に限定されないが、トリアジン系化合物、ベンゾフェノン系
化合物、ベンゾトリアゾール系化合物、シアノアクリレート系化合物が挙げられ、これら
のうち１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。これらの中でも特に、ト
リアジン系化合物が好ましく用いられる。これにより、特定波長吸収層１１（ポリカーボ
ネートおよび光吸収剤）の紫外線による劣化を防止または抑制することができ、光学シー
ト１の耐候性を高めることができる。
【００６８】
　トリアジン系化合物としては、２－モノ（ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン化合物や２，４－ビス（ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン化合物、２
，４，６－トリス（ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン化合物が挙げられ、
具体的には、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ－４－エトキシフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－（２－ヒドロキシ－４－プロポ
キシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－（２－ヒドロキシ－４
－ブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒド
ロキシ－４－ブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－６－
（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－
ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ－４－ベンジルオ
キシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジフェニル－６－（２－ヒドロキシ
－４－ブトキシエトキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－
４－ブトキシフェニル）－６－（２，４－ジブトキシフェニル）－１，３－５－トリアジ
ン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－エトキシフェニル）－１，３，５－
トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－プロポキシフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－ブトキシフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチル
オキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４
－ドデシルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒド
ロキシ－４－ベンジルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス
（２－ヒドロキシ－４－エトキシエトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４
，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－ブトキシエトキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－プロポキシエトキシフェニル）－１，
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３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－メトキシカルボニルプ
ロピルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキ
シ－４－エトキシカルボニルエチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４
，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－（２－エトキシヘキシルオキシ）－１－オキ
ソプロパン－２－イルオキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリ
ス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－エトキシフェニル）－１，３，
５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－プロポキシフ
ェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル
－４－ブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロ
キシ－３－メチル－４－ヘキシルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，
６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－ドデシルオキシ
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチ
ル－４－ベンジルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２
－ヒドロキシ－３－メチル－４－エトキシエトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－ブトキシエトキシフェニル）
－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－プ
ロポキシエトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒド
ロキシ－３－メチル－４－メトキシカルボニルプロピルオキシフェニル）－１，３，５－
トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－エトキシカルボニ
ルエチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロ
キシ－３－メチル－４－（１－（２－エトキシヘキシルオキシ）－１－オキソプロパン－
２－イルオキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン等が挙げられる。また、トリアジ
ン系紫外線吸収剤の市販品としては、例えば、「チヌビン１５７７」「チヌビン４６０」
「チヌビン４７７」（ＢＡＳＦジャパン製）、「アデカスタブＬＡ－Ｆ７０」（ＡＤＥＫ
Ａ製）等が挙げられる。
【００６９】
　特定波長吸収層１１が、上述したような１００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の波長域の光を
吸収する紫外線吸収剤をさらに含むことにより、特定波長吸収層１１に入射する光のうち
、波長域が１００ｎｍ以上４２０ｎｍ以下の光を吸収することができる。これにより、特
定波長吸収層１１（ポリカーボネートおよび光吸収剤）の紫外線による劣化を防止または
抑制することができ、光学シート１の耐候性を高めることができる。
【００７０】
　特定波長吸収層１１中の紫外線吸収剤の含有量は、０．０５ｗｔ％以上８ｗｔ％以下で
あるのが好ましく、０．０７ｗｔ％以上６ｗｔ％以下であるのがより好ましい。これによ
り、上記効果をより確実に発揮することができる。含有量が少なすぎると、紫外線吸収剤
としての効果が十分に得られないおそれがある。一方、含有量が多すぎると、紫外線吸収
剤が凝集し易くなる傾向を示す。
【００７１】
　また、特定波長吸収層１１における紫外線吸収剤の坪量は、０．０１ｇ／ｍ２以上１０
０ｇ／ｍ２以下であるのが好ましく、０．１ｇ／ｍ２以上１０ｇ／ｍ２以下であるのがよ
り好ましい。これにより、上記効果をより確実に発揮することができる。
【００７２】
　このような特定波長吸収層１１の厚さは、特に限定されないが、０．０５ｍｍ以上１．
５ｍｍ以下であるのが好ましく、０．３ｍｍ以上０．７ｍｍ以下であるのがより好ましい
。これにより、取扱い性を高めることができるとともに、光学部品全体として無駄に厚く
なるのを防止することができる。
【００７３】
　また、特定波長吸収層１１は、延伸して製造されたものであってもよく、延伸せずに製
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造されたものであってもよいが、その延伸度が１０％以下であるのが好ましく、５％以下
であるのがより好ましい。これにより、延伸時に色ムラ、光吸収剤のムラ、紫外線吸収剤
のムラが生じるのを防止または抑制することができる。
【００７４】
　また、ポリカーボネートの融点をｔ１とし、光吸収剤の融点をｔ２としたとき、ｔ１＜
ｔ２を満足するのが好ましい。これにより、溶融状態のポリカーボネートと光吸収剤とを
混合する際、光吸収剤が熱により変質または変色するのを防止することができる。
【００７５】
　また、ポリカーボネートの融点をｔ１とし、紫外線吸収剤の融点をｔ３としたとき、ｔ
１＜ｔ３を満足するのが好ましい。これにより、溶融状態のポリカーボネートと紫外線吸
収剤とを混合する際、紫外線吸収剤が熱により変質または変色するのを防止することがで
きる。
【００７６】
　なお、ポリカーボネートの融点ｔ１は、２５０℃以上４００℃以下であるのが好ましく
、２７０℃以上３５０℃以下であるのがより好ましい。
【００７７】
　光吸収剤の融点ｔ２は、３００℃以上４００℃以下であるのが好ましく、３３０℃以上
３６０℃以下であるのがより好ましい。また、紫外線吸収剤の融点ｔ３は、３１０℃以上
３７０℃以下であるのが好ましく、３４０℃以上３６０℃以下であるのがより好ましい。
融点ｔ１～ｔ３を上記数値範囲とすることにより、上記効果をより確実に発揮することが
できる。
【００７８】
　なお、光吸収剤は、上記で挙げた色素とは異なる色素であってもよい。この色素として
は、特に限定されないが、例えば、顔料、染料等が挙げられ、これらを単独または混合し
て使用することができる。また、前述したようなものと混合して使用することができる。
【００７９】
　顔料としては、特に限定されないが、例えば、フタロシアニングリーン、フタロシアニ
ンブルー等のフタロシアニン系顔料、ファストイエロー、ジスアゾイエロー、縮合アゾイ
エロー、ベンゾイミダゾロンイエロー、ジニトロアニリンオレンジ、ペンズイミダゾロン
オレンジ、トルイジンレッド、パーマネントカーミン、パーマネントレッド、ナフトール
レッド、縮合アゾレッド、ベンズイミダゾロンカーミン、ベンズイミダゾロンブラウン等
のアゾ系顔料、アントラピリミジンイエロー、アントラキノニルレッド等のアントラキノ
ン系顔料、銅アゾメチンイエロー等のアゾメチン系顔料、キノフタロンイエロー等のキノ
フタロン系顔料、イソインドリンイエロー等のイソインドリン系顔料、ニッケルジオキシ
ムイエロー等のニトロソ系顔料、ペリノンオレンジ等のペリノン系顔料、キナクリドンマ
ゼンタ、キナクリドンマルーン、キナクリドンスカーレット、キナクリドンレッド等のキ
ナクリドン系顔料、ペリレンレッド、ペリレンマルーン等のペリレン系顔料、ジケトピロ
ロピロールレッド等のピロロピロール系顔料、ジオキサジンバイオレット等のジオキサジ
ン系顔料のような有機顔料、カーボンブラック、ランプブラック、ファーネスブラック、
アイボリーブラック、黒鉛、フラーレン等の炭素系顔料、黄鉛、モリブデートオレンジ等
のクロム酸塩系顔料、カドミウムイエロー、カドミウムリトポンイエロー、カドミウムオ
レンジ、カドミウムリトポンオレンジ、銀朱、カドミウムレッド、カドミウムリトポンレ
ッド、硫化等の硫化物系顔料、オーカー、チタンイエロー、チタンバリウムニッケルイエ
ロー、べんがら、鉛丹、アンバー、褐色酸化鉄、亜鉛鉄クロムブラウン、酸化クロム、コ
バルトグリーン、コバルトクロムグリーン、チタンコバルトグリーン、コバルトブルー、
セルリアンブルー、コバルトアルミニウムクロムブルー、鉄黒、マンガンフェライトブラ
ック、コバルトフェライトブラック、銅クロムブラック、銅クロムマンガンブラック等の
酸化物系顔料、ビリジアン等の水酸化物系顔料、紺青等のフェロシアン化物系顔料、群青
等のケイ酸塩系顔料、コバルトバイオレット、ミネラルバイオレット等のリン酸塩系顔料
、その他（例えば硫化カドミウム、セレン化カドミウム等）のような無機顔料等が挙げら
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れ、これらのうちの１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００８０】
　染料としては、特に限定されないが、例えば、金属錯体色素、シアン系色素、キサンテ
ン系色素、メロシアニン系色素、フタロシアニン系色素、アゾ系色素、ハイビスカス色素
、ブラックベリー色素、ラズベリー色素、ザクロ果汁色素、クロロフィル色素、テトラア
ゾポルフィリン化合物等のポルフィリン系化合物等が挙げられ、これらのうちの１種また
は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００８１】
（偏光層）
　偏光層１２は、入射光（偏光していない自然光）から、所定の一方向に偏光面をもつ直
線偏光を取出す機能を有している。これにより、光学シート１を介して目に入射する入射
光は、乱光が除去され、偏光されたものとなる。
【００８２】
　偏光層１２の偏光度は、特に限定されないが、例えば、５０％以上１００％以下である
のが好ましく、８０％以上１００％以下であるのがより好ましい。
【００８３】
　偏光層１２は、例えば、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、部分ホルマール化ポリビニ
ルアルコール、ポリエチレンビニルアルコール、ポリビニルブチラール、ポリカーボネー
ト、エチレン－酢酸ビニル共重合体部分ケン価物等で構成された高分子フィルムに、第１
光吸収剤と、第２光吸収剤と、第３光吸収剤と、を吸着、染色させ、一軸延伸したもので
ある。特に、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）は透明性、耐熱性、第１光吸収剤～第３光
吸収剤との親和性、延伸時の配向性のいずれもが優れた材料である。したがって、ＰＶＡ
を主材料とする偏光層１２は、耐熱性に優れたものとなるとともに、偏光機能に優れたも
のとなる。
【００８４】
　第１光吸収剤は、３８０ｎｍ以上４３０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピーク（黄色
吸収）を有する。具体的には、直接染料、酸性染料、塩基性染料等が挙げられ、これらの
うちの一種または複数を組み合わせて用いることができる。
【００８５】
　第２光吸収剤は、４３０ｎｍ以上５８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピーク（赤色
吸収）を有する。具体的には、直接染料、酸性染料、塩基性染料等が挙げられ、これらの
うちの一種または複数を組み合わせて用いることができる。
【００８６】
　第３光吸収剤は、５８０ｎｍ以上６８０ｎｍ以下の波長域に光の吸収率のピーク（青色
吸収）を有する。具体的には、直接染料、酸性染料、塩基性染料等が挙げられ、これらの
うちの一種または複数を組み合わせて用いることができる。
【００８７】
　直接染料としては、例えば、アゾ系、フタロシアニン系、ジオキサジン系等の染料が挙
げられる。酸性染料としては、アゾ系、アントラキノン系、トリフェニルメタン系、フタ
ロシアニン系、酸素アントラセン系、キサンテン系、インジゴイド系、ニトロソ基系、ピ
ラゾロン系等の染料が挙げられる。塩基性染料としては、アゾ系、トリフェニルメタン系
、アジン系、チアジン系、オキサジン系等の染料が挙げられる。
【００８８】
　これらの中でも、第１光吸収剤、第２光吸収材および第３光吸収材は、直接染料である
のが好ましく、具体的には、アゾ系直接染料であるのが好ましい。これにより、水中での
ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）の染色を効率的に行い、目的の色に確実に染色すること
ができる。
【００８９】
　偏光層１２中の第１光吸収剤の含有量は、０．０００１ｗｔ％以上、０．１ｗｔ％以下
であるのが好ましく、０．００１ｗｔ％以上、０．０８ｗｔ％以下であるのがより好まし
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い。
【００９０】
　偏光層１２中の第２光吸収剤の含有量は、０．０００１ｗｔ％以上、０．１ｗｔ％以下
であるのが好ましく、０．００１ｗｔ％以上、０．０８ｗｔ％以下であるのがより好まし
い。
【００９１】
　偏光層１２中の第３光吸収剤の含有量は０．０００１ｗｔ％以上、０．１ｗｔ％以下で
あるのが好ましく、０．００１ｗｔ％以上、０．０８ｗｔ％以下であるのがより好ましい
。
【００９２】
　第１光吸収剤～第３光吸収剤の含有量を上記数値範囲とすることにより、より確実に、
特定波長吸収層１１の光学特性（高いコントラスト性能）を維持しつつ、後述するように
ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥを、０．２０以上にすることができる。
【００９３】
　この偏光層３０の厚さは、特に限定されず、例えば、５μｍ以上６０μｍ以下であるの
が好ましく、１０μｍ以上４０μｍ以下であるのがより好ましい。
【００９４】
（保護層）
　保護層１３は、光学シート１がレンズ４に接合された状態において、最も外側に位置し
、保護層１３よりも内側の層を保護する機能を有する。この保護層１３の厚さは、特に限
定されず、例えば、１０μｍ以上１００μｍ以下であるのが好ましく、３０μｍ以上６０
μｍ以下であるのがより好ましい。
【００９５】
　保護層１３の構成材料としては、光透過性を有していれば特に限定されないが、各種樹
脂材料や各種ガラス材料等が挙げられる。樹脂材料としては、特に限定されないが、例え
ば、前述した特定波長吸収層１１の樹脂材料と同様の材料が挙げられるが、特定波長吸収
層１１の樹脂材料と同種のものであるのが好ましい。
【００９６】
　また、保護層１３は、一方向に延伸されたものであるのが好ましく、その延伸度は、１
％以上１０％以下であるのが好ましく、２％以上８％以下であるのがより好ましい。また
、その延伸方向は、偏光層１２の延伸方向と一致しているのが好ましい。これにより、光
学シート１全体としての偏光特性を高めることができる。
【００９７】
（接着剤層）
　接着剤層１４は、特定波長吸収層１１と偏光層１２とを接合する機能を有する。接着剤
層１５は、偏光層１２と保護層１３とを接合する機能を有する。
【００９８】
　接着剤層１４および接着剤層１５を構成する接着剤（または粘着剤）としては、特に限
定されず、例えば、アクリル系接着剤、ウレタン系接着剤、エポキシ系接着剤、シリコー
ン系接着剤等が挙げられる。中でも、ウレタン系接着剤が好ましい。これにより、接着剤
層１３の透明性、接着強度、耐久性をより優れたものとしつつ、形状変化に対する追従性
を特に優れたものとすることができる。
【００９９】
　また、接着剤層１４および接着剤層１５を構成する接着剤は、同種であってもよく、異
なっていてもよい。
【０１００】
　この接着剤層１４および接着剤層１５の厚さは、特に限定されず、例えば、５μｍ以上
６０μｍ以下であるのが好ましく、１０μｍ以上４０μｍ以下であるのがより好ましい。
接着剤層１４および接着剤層１５の厚さは、同じであってもよく、異なっていてもよい。
【０１０１】
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　以上説明したような光学シート１は、総厚が０．１ｍｍ以上、２ｍｍ以下であるのが好
ましい。
【０１０２】
　このような光学シート１では、前述したような構成を有するため、特定の波長域の光を
吸収することができ、使用者は、装着状態において、物や人の輪郭、色をはっきりと認識
することができ、安全性を高めることができる。すなわち、光学シート１は、高いコント
ラストで、かつ、高い色の識別性を有する。
【０１０３】
　また、各層に含まれる光吸収剤によって吸収する光の波長域を調整することによって、
所定の色の光を使用者に対して強調することができる。光学シート１では、特定波長吸収
層１１の光吸収剤および偏光層１２の第１光吸収剤～第３光吸収剤の種類の選定、配合量
の調整等によって、どの色を使用者に強調したいか、また、どの色の視認性を特に高めた
いかを適宜設定することができる。
【０１０４】
　しかしながら、従来では、光学シート１全体としてどのような光学特性を有していれば
よいか、すなわち、どのような光吸収スペクトルを有していればよいかということは、十
分に研究がなされていなかった。そこで、本発明者らは、鋭意検討を重ね、光学シート１
を下記のような光吸収スペクトルを有する構成とすることにより、光学シート１は、高い
コントラストで、かつ、高い色の識別性を有するものとなることを見出し、本発明を完成
するに至った。以下、このことについて説明する。
【０１０５】
　図６は、横軸が波長（ｎｍ）、縦軸が透過率（％）で表される光学シート１の光吸収ス
ペクトルを示すグラフである。また、縦軸の透過率は、光の吸収率と相関性があるものと
し、光の吸収率が大きければ透過率は小さくなり、光の吸収率が小さければ透過率は大き
くなることとする。この光吸収スペクトルは、各層の光吸収スペクトルを合成したもので
ある。
【０１０６】
　本発明の光学シート１は、図６に示す光吸収スペクトルにおいて、４６０ｎｍ以上５１
０ｎｍ以下の波長域に吸収率のピーク波長Ｐ１を有する第１ピークＰａと、６５０ｎｍ以
上７００ｎｍ以下の波長域に吸収率のピーク波長Ｐ２を有する第２ピークＰｂと、を有し
、かつ、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし、
４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、Ｔ

ＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０以上である。
【０１０７】
　光吸収スペクトルが第１ピークＰａおよび第２ピークＰｂを有するため、使用者に対し
て特定の波長域（特に、５２０ｎｍ以上６４０ｎｍ以下）の光を強調することができる。
特に、第１ピークＰａが、青緑色の光の吸収に寄与し、第２ピークＰｂが橙色の光の吸収
に寄与しているため、使用者に対して赤・緑色の光を強調することができるとともに識別
性に優れる。
【０１０８】
　さらに、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし
、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、
ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０以上であるため、使用者に対して必要以上の強調効果を
与えて目を疲労させるようなことが無く、識別性を高めつつ長時間装着させることが可能
となる。
【０１０９】
　ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０未満であると、最小透過率ＴＭＩＮが小さすぎて強調
効果が強く、装着者が疲れやすくなる傾向を示すとともに、平均透過率ＴＡＶＥが大きす
ぎてコントラストが悪くなり、特に、青色・緑色の識別性が悪くなるとともに、視界が不
自然な色合いとなる。
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【０１１０】
　ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが０．２０以上であると、本発明の効果を十分に発揮することがで
きるが、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥは、０．２３以上、より好ましくは０．２９以上であると、
本発明の効果がより顕著に得られる。また、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥは、０．７以下であるの
が好ましい。ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが０．７を超えた場合、特定波長吸収層１１の光吸収剤
および偏光層１２の第１光吸収剤～第３光吸収剤の種類の選定、配合量の調整が難しくな
る傾向を示す。
【０１１１】
　また、本実施形態では、ピーク波長Ｐ１の最小透過率が最小透過率ＴＭＩＮとなってい
る。この最小透過率ＴＭＩＮは、２％以上１７％以下であるのが好ましく、４％以上１５
％以下であるのがより好ましい。これにより、本実施形態では、青緑色の光を十分に吸収
することができ、緑色の識別性の向上に寄与する。なお、ピーク波長Ｐ２の最小透過率が
最小透過率ＴＭＩＮとなっていてもよい。この場合、橙色の光を十分に吸収することがで
き、赤色の識別性の向上に寄与する。さらに、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を
満足するのに寄与する。
【０１１２】
　平均透過率ＴＡＶＥは、７％以上２５％以下であるのが好ましく、１０％以上１７％以
下であるのがより好ましい。これにより、特定波長吸収層１１の光吸収剤および偏光層１
２の第１光吸収剤～第３光吸収剤の種類の選定、配合量の調整を容易に行うことができる
。
【０１１３】
　また、図６に示す光学シート１の光吸収スペクトルは、第１ピークＰａおよび第２ピー
クＰｂを有する曲線で表される。
【０１１４】
　第１ピークＰａのピーク波長Ｐ１での光透過率Ｔ１は、２％以上１７％以下であるのが
好ましく、４％以上１５％以下であるのがより好ましい。これにより、最小透過率ＴＭＩ

Ｎを高めつつ、平均透過率ＴＡＶＥが過剰に大きくなるのを抑制することができる。よっ
て、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１１５】
　第２ピークＰｂのピーク波長Ｐ２での光透過率Ｔ２は、５％以上２０％以下であるのが
好ましく、６％以上１７％以下であるのがより好ましく、７．５％以上１５％以下である
のが特に好ましい。これにより、最小透過率ＴＭＩＮを高めつつ、平均透過率ＴＡＶＥが
過剰に大きくなるのを抑制することができる。よって、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０な
る関係を満足するのに寄与する。
【０１１６】
　第１ピークＰａにおける半値幅Ｗ１［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であるのが好
ましく、７ｎｍ以上１３ｎｍ以下であるのがより好ましい。これにより、ピーク波長Ｐ１
の近傍の波長域の光を過不足なく吸収することができる。また、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０
．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１１７】
　第２ピークＰｂにおける半値幅Ｗ２［ｎｍ］は、５ｎｍ以上１５ｎｍ以下であるのが好
ましく、７ｎｍ以上１３ｎｍ以下であるのがより好ましい。これにより、ピーク波長Ｐ２
の近傍の波長域の光を過不足なく吸収することができる。また、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０
．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１１８】
　なお、第１ピークＰａにおける半値幅Ｗ１は、次のように定義される。まず、ピーク波
長Ｐ１から２ｎｍ刻みで、ピーク波長Ｐ１の両サイドにおいて、外側に向って吸光度を測
定していき、吸光度の変化が０．００５以下になる最初の波長（中心より１０ｎｍ以上遠
い）を２つ検出し、これらのうち透過率が高い方の波長をボトム波長とする。そして、ボ
トム波長の透過率とピーク波長Ｐ１の透過率との差の半分の値のときの、第１ピークＰａ
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の幅を第１ピークＰａにおける半値幅とする。
【０１１９】
　また、第２ピークＰｂにおける半値幅Ｗ２は、次のように定義される。まず、ピーク波
長Ｐ２から２ｎｍ刻みで、ピーク波長Ｐ２の両サイドにおいて、外側に向って吸光度を測
定していき、吸光度の変化が０．００５以下になる最初の波長（中心より１０ｎｍ以上遠
い）を２つ検出し、これらのうち透過率が高い方の波長をボトム波長とする。そして、ボ
トム波長の透過率とピーク波長Ｐ２の透過率との差の半分の値のときの、第２ピークＰｂ
の幅を第２ピークＰｂにおける半値幅とする。
【０１２０】
　以上説明したような光吸収スペクトルは、図７に示す偏光層１２の光吸収スペクトルお
よび図８に示す特定波長吸収層１１の光吸収スペクトルのうちの少なくとも一方を設定す
ることにより、その形状、すなわち吸収特性を調整することができる。
【０１２１】
　また、図７に示す偏光層１２の光吸収スペクトルは、５００ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の
波長域にピークＰ１’を有する第１ピークＰａ’を有する。
【０１２２】
　第１ピークＰａ’のピーク波長Ｐ１’での光透過率Ｔ１’は、１０％以上３０％以下で
あるのが好ましく、１５％以上２５％以下であるのがより好ましい。これにより、最小透
過率ＴＭＩＮを高めつつ、平均透過率ＴＡＶＥが過剰に大きくなるのを抑制することがで
きる。よって、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１２３】
　また、図８に示す特定波長吸収層１１の光吸収スペクトルは、４６０ｎｍ以上５１０ｎ
ｍ以下の波長域にピーク波長Ｐ１’’を有する第１ピークＰａ’’と、６５０ｎｍ以上７
００ｎｍ以下の波長域にピーク波長Ｐ２’’を有する第２ピークＰｂ’’と、５６０ｎｍ
以上６１０ｎｍ以下の波長域にピーク波長Ｐ３’’を有する第３ピークＰｃ’’とを有す
る。
【０１２４】
　第１ピークＰａ’’のピーク波長Ｐ１’’での光透過率Ｔ１’’は、１５％以上３５％
以下であるのが好ましく、２０％以上３０％以下であるのがより好ましい。これにより、
最小透過率ＴＭＩＮを高めつつ、平均透過率ＴＡＶＥが過剰に大きくなるのを抑制するこ
とができる。よって、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１２５】
　第２ピークＰｂ’’のピーク波長Ｐ２’’での光透過率Ｔ２’’は、１５％以上３５％
以下であるのが好ましく、２０％以上３０％以下であるのがより好ましい。これにより、
最小透過率ＴＭＩＮを高めつつ、平均透過率ＴＡＶＥが過剰に大きくなるのを抑制するこ
とができる。よって、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１２６】
　第３ピークＰｃ’’のピーク波長Ｐ３’’での光透過率Ｔ３’’は、４５％以上６５％
以下であるのが好ましく、５０％以上６０％以下であるのがより好ましい。これにより、
平均透過率ＴＡＶＥが過剰に大きくなるのを抑制することができる。よって、ＴＭＩＮ／
ＴＡＶＥ≧０．２０なる関係を満足するのに寄与する。
【０１２７】
　このような特定波長吸収層１１および偏光層１２を積層して、光吸収スペクトルが合成
されることにより、上述したような光学特性を有する光学シート１が得られる。
【０１２８】
　次に、光学シートの製造方法および光学部品の製造方法について説明する。以下では、
押出法を用いて光学シートを製造する場合を一例に説明する。
【０１２９】
　（光学シートの製造方法）
　まず、本製造方法に用いる光学シート製造装置について説明する。
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【０１３０】
　図３は、図１に示す光学シートを製造する光学シート製造装置を模式的に示した側面図
ある。図４は、図１に示す光学部品を製造する光学部品製造装置を模式的に示した断面図
である。なお、以下の説明では、図４中の上側を「上」、下側を「下」と言う。
【０１３１】
　図３に示す光学シート製造装置１００は、シート供給部２００と、シート成形部３００
とを有している。
【０１３２】
　シート供給部２００は、本実施形態では、押出機２１０と、押出機２１０の溶融樹脂吐
出部に配管を介して接続されたＴダイ２２０とで構成されている。このＴダイ２２０によ
り、溶融状態または軟化状態の帯状のシート１’がシート成形部３００に供給される。
【０１３３】
　Ｔダイ２２０は、押出法で溶融状態または軟化状態のシート１’を帯状のシートとした
状態で押し出す押出成形部である。Ｔダイ２２０には、前述した光学シート１を構成する
構成材料が溶融状態で装填されており、この溶融状態の材料をＴダイ２２０から押し出す
ことで、帯状をなすシート１’が連続的に送り出される。
【０１３４】
　シート成形部３００は、タッチロール３１０と、冷却ロール３２０と、後段冷却ロール
３３０とを有している。これらのロールは、それぞれ図示しないモータ（駆動手段）によ
り、それぞれ単独回転するように構成されており、これらのロールの回転により、冷却さ
れ、連続的に送り出されるようになっている。このシート成形部３００に、シート１’を
連続的に送り込むことにより、シート１’の表面が平坦化されるとともに、シート１’が
所望の厚さに設定されて冷却される。そして、この冷却されたシート１’を所定の長さに
切断することにより、光学シート１が得られる。
【０１３５】
　以上のような光学シート製造装置１００を用いた光学シートの製造方法により、本実施
形態の光学シートが製造される。
【０１３６】
　光学シートの製造は、押出工程と、成形工程と、冷却工程とを有している。
　まず、帯状をなす溶融状態または軟化状態のシート１’を押し出す（押出工程）。この
押出工程では、押出機２１０に、光学シート１の構成材料（ポリカーボネート、光吸収剤
および紫外線吸収剤等）が装填される。また、光学シート１の構成材料は、押出機２１０
内において、溶融または軟化した状態となっている。
【０１３７】
　次に、シート１’の表面を平坦化するとともに、シート１’を所定の厚さに設定する（
成形工程）。本工程は、タッチロール３１０と、冷却ロール３２０との間で行われる。
【０１３８】
　次に、シート１’の表面を冷却する（冷却工程）。本工程は、冷却ロール３２０と、後
段冷却ロール３３０との間で行われる。
【０１３９】
　以上の工程を経て、光学シート１を得ることができる。次に、光学部品の製造方法につ
いて説明する。
【０１４０】
　（光学部品の製造方法）
　まず、本製造方法に用いる光学部品製造装置について説明する。
【０１４１】
　図４に示す光学部品製造装置４００は、樹脂供給部５００と、金型６００とを有してい
る。樹脂供給部５００には、前述したポリカーボネートが充填されている。金型６００は
、キャビティー６１０と、キャビティー６１０の内外を連通する供給口６２０と、を有す
る。また、金型６００は、上部材６３０と下部材６４０とで構成され、これらを組立てた
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組立状態において、光学部品製造装置４００を画成する金型６００が構成される。
【０１４２】
　以上のような光学部品製造装置４００を用いた光学部品の製造方法により、本実施形態
の光学部品が製造される。
【０１４３】
　光学部品の製造方法は、光学シート配置工程と、レンズ材料供給工程とを有している。
　まず、上部材６３０と下部材６４０とを分解した状態において、下部材６４０の底面６
４１に光学シート１を配置する（光学シート配置工程）。なお、底面６４１は、湾曲凹面
となっており、これにより、レンズ４に湾曲面を形成することができる。また、光学シー
ト１は、可撓性を有しているため、底面６４１の形状に倣って配置される。
【０１４４】
　次いで、上部材６３０と下部材６４０とを組立状態とし、供給口６２０を介して、溶融
または軟化した状態のレンズ材料を流し込む（レンズ材料供給工程）。そして、溶融また
は軟化した状態のレンズ材料を冷却することにより、光学シート１とレンズとが積層され
た積層体を得ることができる。
【０１４５】
　なお、前記では、いわゆるシートインサート法を一例に挙げて説明したが、本発明では
これに限定されず、例えば、成形されたレンズに接着剤を介して光学シート１を積層する
構成であってもよい。
【０１４６】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は、前述したものに限定さ
れるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲での変形、改良等は本発明に含まれる
ものである。
【０１４７】
　例えば、本発明の光学シートを構成する各部は、同様の機能を発揮し得る任意の構成の
ものと置換することができる。
【０１４８】
　また、本発明の光学シートは、前述した構成に加え、任意の構成物が付加されていても
よい。
【０１４９】
　より具体的には、例えば、本発明の光学シートは、表面を保護する保護層や、中間層、
レンズとしての度数を調整する度数調整層等を備えていてもよい。
【実施例】
【０１５０】
　以下、実施例に基づいて本発明をより具体的に説明する。
１．光学シートの検討
１－１．光学シートの作成
　［実施例１］
　［１］まず、１００質量部のビスフェノールＡ型ポリカーボネート（三菱エンジニアリ
ングプラスチックス社製、「ユーピロン　Ｅ２０００ＦＮ　Ｅ５１００」）と、０．００
３質量部の光吸収剤（山田化学工業株式会社製、「ＦＤＢ-００７」）と、０.００５質量
部の光吸収剤（山田化学工業株式会社製、「ＦＤＲ－００２」）と、０．００２質量部の
光吸収剤（山田化学工業株式会社製「ＦＤＧ－００６」）と、０．３５０質量部の紫外線
吸収剤（アデカ社製、「アデカスタブＬＡ－３１Ｇ」）を撹拌・混合することにより、特
定波長吸収層形成材料を用意し、特定波長吸収層形成材料を図３に示す光学シート製造装
置１００の押出機２１０に収納、溶融し、Ｔダイ２２０より押出し成形を行い、特定波長
吸収層を得た。得られた特定波長吸収層の厚さは、０．３ｍｍであった。
【０１５１】
　［２］また、保護層形成材料として、１００質量部のビスフェノールＡ型ポリカーボネ
ート（三菱エンジニアリングプラスチックス社製、「ユーピロン　Ｅ２０００ＦＮ　Ｅ５
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１００」）を用意し、保護層形成材料を図３に示す光学シート製造装置１００の押出機２
１０に収納、溶融し、Ｔダイ２２０より押出し成形を行い、保護層を得た。得られた保護
層の厚さは、０．３２５ｍｍであった。
【０１５２】
　［３］また、ポリビニルアルコールフィルム（クラレ社製「クラレビニロン＃７５００
」）を水槽中で延伸しながら、染料を溶解した水溶液にて染色した後にホウ酸溶液中に浸
漬処理し、さらに水洗、乾燥処理を行うことで偏光層を得た。なお、染料を溶解する際、
乾燥後に表１に示すような配合量となるように、表１に示す種類の染料を溶解した。また
、得られた偏光層の厚さは、０．０２ｍｍであった。
【０１５３】
　［実施例２、３、４、５、６、７、８、９、１０］
　光学シートの構成を表１に示すように変更したこと以外は、前記実施例１と同様にして
実施例２、３、４、５、６、７、８、９、１０の光学シートを得た。
【０１５４】
　［比較例１、２］
　光学シートの構成を表１に示すように変更したこと以外は、前記実施例１と同様にして
比較例１、２の光学シートを得た。
【０１５５】
　なお、表１中、ａ１が、ポリカーボネート（三菱エンジニアリングプラスチックス株式
会社製、「ユーピロン　Ｅ２０００ＦＮ」）を示し、ａ２が、ポリカーボネート（三菱エ
ンジニアリングプラスチックス株式会社製、「Ｈ３０００」）を示し、ａ３が、ポリカー
ボネート（住化ポリカーボネート株式会社製「２００－３ＮＡＴ」）を示している。
【０１５６】
　また、表１中、ｂ１が、光吸収剤（山田化学工業株式会社製、「ＦＤＢ－００７」）を
示し、ｂ２が、光吸収剤（山田化学工業株式会社製、「ＦＤＧ－００６」）を示し、ｂ３
が、光吸収剤（山田化学工業株式会社製、「ＦＤＲ－００２」）を示している。
【０１５７】
　また、表１中、ｃが、紫外線吸収剤（株式会社アデカ製、「アデカスタブＬＡ－３１Ｇ
」）を示している。
【０１５８】
　また、表１中、ｄ１が、第１光吸収剤としての光吸収剤（台湾永光社製、「ＥＶＥＲＰ
ＵＬＰ　ＹＥＬＬＯＷ　６Ｇ　ＬＩＱ」）を示し、ｄ２が、第１光吸収剤としての光吸収
剤（田岡化学工業社製、「ＬＡ１１２０ Ｃｈｒｙｓｏｐｈｅｎｉｎｅ」）を示し、ｄ３
が、第２光吸収剤としての光吸収剤（田岡化学工業社製、「ＳＵＭＩＬＩＧＨＴ　ＳＵＰ
ＲＡ　ＯＲＡＮＧＥ　２ＧＬ　１２５％」）を示し、ｄ４が、第２光吸収剤としての光吸
収剤（東京アニリン染料製造社製、「Ｔ．Ａ．Ｐｒｉｍｕｌａ　Ｒｅｄ　４Ｂ」）を示し
、ｄ５が、第３光吸収剤としての光吸収剤（ハンツマン社製、「ＳＯＬＯＰＨＥＮＹＬ　
ＢＬＵＥ　ＦＧＬＥ２２０％」）示している。
【０１５９】
１－２．評価
　各実施例および各比較例の光学シートを、以下の方法で評価した。
【０１６０】
（赤・緑色強調性評価）
　上記のように製造した光学シートを通して赤・緑色造形物の写真を撮り、この写真を１
０人にそれぞれ赤・緑色強調の効果があるかを確認した。
【０１６１】
Ａ：１０人中１０人に効果あり。
Ｂ：１０人中６～９人に効果あり。
Ｃ：１０人中２～５人に効果あり。
Ｄ：１０人中１人に効果あり。
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（色識別性評価）
　上記のように製造した光学シートを通して造形物の写真を撮り、この写真を１０人にそ
れぞれ造形物の色を正しく識別できるかを確認した。
【０１６３】
Ａ：１０人中１０人が識別できた。
Ｂ：１０人中６～９人が識別できた。
Ｃ：１０人中２～５人が識別できた。
Ｄ：１０人中１人が識別できた。
【０１６４】
　以上のようにして得られた各実施例および各比較例の光学シートにおける評価結果を、
それぞれ、下記の表１に示す。
【０１６５】



(22) JP 6599576 B1 2019.10.30

10

20

30

40

50

【表１】

【０１６６】
　表１に示したように、各実施例における光学シートでは、各比較例以上に緑色を強調す
ることができ、各比較例に対して満足のいく結果となった。
【符号の説明】
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【０１６７】
１　　　　　　光学シート
１’　　　　　シート
１Ａ　　　　　光学シート
２　　　　　　フレーム
３　　　　　　光学シート付レンズ
４　　　　　　レンズ
５　　　　　　装着部
６　　　　　　ツバ
７　　　　　　光透過性部材
１０　　　　　光学部品
１０’　　　　光学部品
１１　　　　　特定波長吸収層
１２　　　　　偏光層
１３　　　　　接着剤層
２１　　　　　リム部
２２　　　　　ブリッジ部
２３　　　　　テンプル部
２４　　　　　ノーズパッド部
１００　　　　光学シート製造装置
２００　　　　シート供給部
２１０　　　　押出機
２２０　　　　Ｔダイ
３００　　　　シート成形部
３１０　　　　タッチロール
３２０　　　　冷却ロール
３３０　　　　後段冷却ロール
４００　　　　光学部品製造装置
５００　　　　樹脂供給部
６００　　　　金型
６１０　　　　キャビティー
６２０　　　　供給口
６３０　　　　上部材
６４０　　　　下部材
６４１　　　　底面
Ｐ１　　　　　ピーク波長
Ｐ２　　　　　ピーク波長
Ｐ１’　　　　ピーク波長
Ｐ１’’　　　ピーク波長
Ｐ２’’　　　ピーク波長
Ｐ３’’　　　ピーク波長
Ｐａ　　　　　第１ピーク
Ｐａ’　　　　第１ピーク
Ｐａ’’　　　第１ピーク
Ｐｂ　　　　　第２ピーク
Ｐｂ’’　　　第２ピーク
Ｐｃ’’　　　第３ピーク
Ｔ１　　　　　光透過率
Ｔ２　　　　　光透過率
Ｔ１’　　　　光透過率
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Ｔ１’’　　　光透過率
Ｔ２’’　　　光透過率
Ｔ３’’　　　光透過率
Ｔｍｉｎ　　　最小透過率
Ｔａｖｅ　　　平均透過率
Ｗ１　　　　　半値幅
Ｗ２　　　　　半値幅
Ｗ３　　　　　半値幅
【要約】
【課題】使用者に対して特定の波長域の光を強調することができるとともに、使用者が色
の識別を行うことができる光学シートおよび光学部品を提供すること。
【解決手段】本発明の光学シートは、偏光機能を有する偏光層と、樹脂と、少なくとも１
種の光吸収剤とを含む材料で構成され、可視光域における特定の波長域の光を吸収する光
吸収層と、を備え、これらが積層された積層体で構成される光学シートであって、前記光
学シートは、光吸収スペクトルにおいて、４６０ｎｍ以上５１０ｎｍ以下の波長域に吸収
率のピーク波長Ｐ１を有する第１ピークと、４３０ｎｍ以上６８０ｎｍ以下の波長域に吸
収率のピーク波長Ｐ２を有する第２ピークと、を有し、かつ、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ
以下の波長域の可視光の平均透過率をＴＡＶＥとし、４７５ｎｍ以上６５０ｎｍ以下の波
長域の可視光の最小透過率をＴＭＩＮとしたとき、ＴＭＩＮ／ＴＡＶＥが、０．２０以上
である。
【選択図】図５

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】
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